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(1) 動機：建物構造・築年代の違いは，地震時の建物

被害の程度に大きく影響する．そのため，建物構

造・築年代は地震の被害想定の建物倒壊危険度

を算出する際にも考慮される．したがって，正確な

建物構造・築年代に関するデータ整備は，学術的

観点からだけでなく，災害軽減の観点からも重要な

課題である．近年，ニューラルネットワークに基づく

機械学習手法である深層学習が注目を集めており，

さまざまな画像認識タスクに適用されている．本研

究では，深層学習を不動産外観画像と建物属性に

適用して建物構造（3 クラス）・築年代（7 クラス）の推

定モデルを構築した．  

(2) 方法：本モデルは，画像データと建物属性を用い

たマルチモーダルモデルである（図１）．まず，画像

からの特徴量抽出では，築年代・構造の教師あり

学習として畳み込みニューラルネットワーク CNN を

用いる．特徴量の出力は，ソフトマックス関数を用

いることにより，入力画像がそれぞれのクラスである

確率として取り扱う．次にマルチモーダル学習を行

う前処理として建物 id に基づいて建物画像から得

られる特徴量と建物属性をベクトル結合することで

学 習 デ ー タ を 作 成 す る ． 判 別 器 に は ， Least 
Absolute Shrinkage and Selection Operator 法の

Logit モデルを用いた．離散選択問題において，対

数尤度に，特徴量の 1 次ノルムを，非スパース性の

ペナルティー項として付加してクロスバリデーション

による誤差を最小化させることで解析し，判別モデ

ルを獲得する． 
(3) 結果：図 2 に建物構造・築年代の判別結果の例を  

示す．また，Grad-CAM を用いて活性化ヒートマッ

プとしてピクセルごとの影響具合を可視化した結果，

建物ファサードに大きく影響を受けていることが分

かった．総合精度は，築年代において 37%（7 クラ

ス），構造において 77.3%（3 クラス）であった．今後

は車載カメラで撮影した 360 度画像を用いて本モ

デルの汎用性を検討すると共に，都市計画情報や

航空写真などを用いて精度改善を目指す． 
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図 1：建物構造・築年代推定モデルのフローチャート 
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図 2：Grad-CAM による判別影響具合の可視化とクラス

判別確率の例 
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